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青年・若者への社会的インターンシップを実践する市民活動団体等への助成支援 

・若者の社会的インターンシップにおける活動支援金の助成事業 
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■基本情報 
 □概要   
これからの未来を創造する若者や子どもたちには、地域や自然の中で感じる力、人と関わ

り合う力を育む体験が必要です。本活動助成では、自らがそれらのチカラを育みたいと思

う意欲的な若者の社会的インターンシップを推進する団体等を支援します。年間 3 件程

度、交通費等全体上限 10 万円を、公益性を有し利益を追求しない非営利法人等に助成し

ました。 
□助成件数   
１．黒松内ぶなの森自然学校  
２．札幌まるやま自然学校 
□助成期間 
１．2019 年 8 月 2 日～8 日 
２．2019 年 4 月〜2020 年 3 月 
□活動場所 
１．寿都郡黒松内町 
２．札幌市、沼田町 
□助成金総額  
60,000 円 
１．黒松内ぶなの森自然学校 30,000 円 

 ２．札幌まるやま自然学校 30,000 円 
 
■助成成果（助成団体等からの声）  
黒松内ぶなの森自然学校 
「黒松内子ども自然体験活動 インターンシッププログラム」 

明るく穏やかな性格で子ども達、スタッフとも良好な関係を築いていた。キャンプの最

初の時間には、アイスブレイクゲームの進行をしてもらい、キャンプ全体の雰囲気を和

ませることに貢献してもらった。子ども達に対しては、大人と子どもという距離のある

接し方ではなく、子ども達の心に寄り添い、自分自身も楽しみながら子ども達の遊びの

幅を広げてくれていたように思う。今後も、自然の中で遊ぶ楽しさを、より多くの子ど

も達に伝え活躍していってほしい。 

□参加者からの声 

今やりたいことは、全力で遊ぶことです。自然の中でももちろんのこと、日常の中

でも遊びの要素をたくさん取り入れて生活していきたいです。遊ぶということは、子

どもたちはいとも簡単にやってのけるけど意外と難しいように感じます。なぜならそ

れは、いまこの瞬間を大切にしてあげることだからです。未来でも過去でもなく、今
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この瞬間に自分の心の声をきき、素直に従う。子どもたちに負けないよう、遊んでい

きたいです。 

札幌まるやま自然学校 
「子どもの放課後自然体験「ここいく」 インターンシッププログラム」 

  長くボランティアとして関わってくれているので、状況や場面の変更などにも臨機応

変に対応できる力がついてきている。遊びや次の行動の広げ方など遊びに関するアイ

デアやスキルも上がってきており、ロープ遊びを展開してくれたり、ディレクターがい

ない場面での子どもたちの統率の撮り方なども自信がついてきており安心して任せる

ことができるようになった。子どもたちからの人気も高いので今後も継続して関わっ

てもらえると嬉しい。 

□参加者からの声 

  ● 自分なりの色を持ったディレクションができるように、もっと工夫した進行をで

きるようになりたい。 

● 自分のネットワークができつつあるのでその資源を利用したプログラムを最初か

ら最後まで組み立ててみたい。 

■助成事業の活動内容 
黒松内ぶなの森自然学校 インターンシッププログラム 
「黒松内地域支援プロジェクト インターンシッププログラム」 

 「子どもは、多くの人と出会い、様々な体験を共にすることで成長していく。自然という

舞台で子どもも大人も一緒になって活動し生活をする中で、多様な価値観や自然の美しさ

を知り、人を思いやること自分の思いを伝えることはもちろん、危険への察知や対処とい

った直観力を養う。子ども達の心身の成長を育むことを目的に、子どもの自然体験活動の

機会を展開している。 
当プログラムでは、「イエティくらぶ」「子ども長期自然体験村」を中心とした子どもの自

然体験活動に、カウンセラーとして現場での子どもの対応や自然体験活動の運営補助に携

わり、実践を通してその技術を学んでもらう。 
札幌まるやま自然学校 インターンシッププログラム 
「子どもの放課後自然体験「ここいく」  

  毎週 2回、札幌円山動物を拠点に行なっている子どもの放課後自然体験活動「ここい

く」にプログラムカウンセラーや指導者として参加し、現場での子どもへの対応や自然

の中での遊び方など現場運営に実践的に関わった。また「イエティくらぶ」では子ども

に自由な遊びの展開を促す役割や裏方の補助作業、公共交通機関の引率や地域の方との

交流なども担当した。それぞれの活動中には、子どもの様子や現場での対応、プログラ

ム内容に関する意見交換などを行い、プログラムの活動展開の方向性を一緒に決定し

た。 
 


